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7月の人口の動き

出生男29女28計57

死亡・920〃16／／36

転入〃46／／35・981

転出〃38，・・・・47／z85

世帯数1O．］66（前月＋3）

人口42．543（前月十□）

男20．461女22．082
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払け轟池のたいS士

環境保全条例制定へ

　

「かけがえのない地球」という言葉が

よく聞かれるようになりました。

　

これは環境汚染が地球のあちらこちら

で発生している現在、世界中の人々が手

を取り合って環境を浄化しようという、

国連人間環境会議の合言葉です。

　

このような動きにもかかわらず、口本

国内では公害がますますひどくなり、ま

た範囲が拡大しています。

　

「水清ら風清ら…」と歌われている大

野市でも、市民の方々から「川の汚れが

ひどく臭い」とか「工場の騒音に悩まさ

れる」「家畜の悪臭がひどい」などの苫

情が多く聞かれるようになりました

　

このような公害をなくし、市民みんな

が健康で幸せな暮らしをするには「かけ

がえのない郷土」をみんなの手で守らな

ければなりません。このため市では環境

を守る方向と基準を定めることが大切で

あると考え、環境保全条例を制定するよ

う作業を進めています。8月13日には市

の公害対策審議会（会長斎藤政雄氏）へ

条例制定について要綱を諮問しました。

　

その内容の主な点を紹介しますと、ま

ず環境には生活環境と自然環境の両面が

あるが、市は環境保全をすべての施策に

優先することをうたっています。

　

具体的な内容としては、環境基準の設

定や、環境保全の計画●対策を定め、環

境を破壊する行為については調査、監視、

公表をする。また環境保全対策、事業者

との公害防止協定、環境保全対策審議会

の設置なども挙げています。

　

市民や事業者はそれぞれの立場で、環

境破壊防止のため最大の努力をする責務

があると述べています。特に公害発生や

環境を阻害する行為の規制では。悪臭●

ばい煙を出すゴム、合成樹脂などを屋外

で多量に燃やしてはならないとか、水路

へ悪奨を放つゴミや汚水を流してはなら

ないなどが盛り込んであります。違反す

れば1年以下の懲役、または10万円以下

の罰金などの罰川も含まれています。

　

市では公害対策審議会の答申を得て、

来年3月には市議会の議決を得た上で、

条例化していく予定です。市民生活に関

係の深いものであり、地域に適合した条

例にしなければなりませんので、ご意見

などがありましたら、市庶務課へお聞か

せ下さい。

写真上緑と太陽と空間がある春日

　　　　

児童公園付近

下ゴミいっぱいの市街地の水

　

路
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7万人参加の城まつり

　

第6回おおの城まつりは詩情豊かな民踊で幕開けし、ま

ち中をわかせました。参加した市民の数は延べ7万人、今

年は六間広場で氷まつりが行われて涼をさそったことや、

郷土民芸大会なども開かれたことなどで、一層の盛り上が

りをみせました。暑かった、しかし楽しかった半月間をい

まー度、一部の写真をとおして振り返ってみましょう。

①「ボーイ、ホイ、ホイ、ホイ」老いも若きも掛け声よろしく「

　

しっちょいな節」を踊りました。「御前踊り」や「大野音頭」を

　

品よくこなしました。15●16日の六間広場には延べ4万5．0C0大が

　

浴衣姿で参加し、暑さを忘れて踊りを楽しみました。

でj）lt）日亀山では金森長近公顕彰式が行われ、大野城では14日から

　

3日間特別武具展が開かれました。山を登－、て来た汗も水のや

　

いばと会場に吹き入る涼しい風とでヒンヤリといい気持ち。人館

　

者は延べ2．000人でした。

j）厚い人垣の中は郷土民芸大会。市内のあちこちに古くから伝わ

つている歌や踊り

が披露され、盛ん

　

な声援を受けました。炎天続きの毎日に「雨乞い踊り」が出れば

　

雨恋し、「かんこ踊り」の出場には過疎のむら打波地区の民芸だ

　

けに、ガンバレ●／の声もかかりました。

④吹炎楽パレードは市内4中学校のバトンガール、ブラスバンド

　

部の生徒によって行われました。若さあふれる演奏と、ツートン

　

カラーのユニホームで見事なバトンさばきを見せ、押すな押すな

　

の人垣でした。

⑤「エーイ、オー」気合もリ3ましい柔道●剣道大会は、15日に有

　

終西小学校講堂で行われました。柔道着、剣道着に身を固めたチ

　

ビツコ三四郎や豆剣士も参加、元気な試合に、観客から盛んな拍

　

手を浴びていました。

⑥静かに流れる無数の燈ろう。燈ろう流しは16日夜赤根川で行わ

　

れました。この行事はお盆に里にもどられた祖先の霊をお送りす

　

るといわれています。

　

川辺には約に000人の市民が祈りをこめて川いっぱいに広がる燈

　

ろうの明りを見守っていました。
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北部保育所の建設始まる

来年4月開所、定員は150人

　

北部保育所の建設が8月から始まりま

した。この保育所は北部土地区画整理事

業の区域内（中荒井地係）に1．614平方ね；

の敷地を確保して、総事業費6．270万円

で鉄筋コンクリート2階建て904平方似

のものを建設します。中には保育室5と

遊戯室●医務室●浴室

などを備えます。

　

昭和49年3月に完成、

4月から開所の予定で

す。人所定員は3歳未

満児70人と3歳以上の

児童80人の計150人で、

市内では一番大きな保

育所になります。

　

また、3歳未満児を

定員の約半数近く保育

するのも、この保育所

の特徴です。
鉄骨が立ち並ぶ北部保育所建設現場

陽明中体育館に着工

建設は最終段階へ

　

陽明中学校体育館の建設工事が始まり

ました。事業費は9，300万円で、鉄骨・

鉄筒コンクリート造り1．551平方似のも

のです。

　

これはバレーポールなら正規のコート

が2面、バスヶツトボールなら1面、バ

ドミントンは4面とれるよう設計されて

おり、昭和49年3月に完成

します。

　

陽明中学校建設は昭和46

年5月から始まり、第1期エミ事は普通教

室1棟、第2期工事は昭和47年5月から

始め特別教室、調理室など1棟を造りま

した。第3期工事は今度の体育館建設で、

これですべての工事が終ります。

　

この学校の建設費は総額で3億4．055万

円になります。

　　

今月の納税

保険税・国民年金保険料第2期

　

30日までに納めて下さい。

黒谷河内・鬼谷●森山林道

11月に完成
広域流通と森林資源の開発に一役

　

市では林業の振興策として、林道黒谷

河内線の完成を急ぐと共に、鬼谷●森山

林道の新設工事を進めています。

　

黒谷河内線は昭和44年度から総工費1

億1．000万円をかけ、延長5．870あ、幅員

3．6似を新設しているものです。

　

工事は後966布で、今年の11月に開通

の予定です。この道路が完成しますと林

業振興に役立つばかりでなく、大野市と

美山町の南部を結ぶ唯一の道路となり、

産業・文化の交流に大きな役割を果たし

ます。

　

鬼谷林道は今年2．019万円をかけ、長

さ970似、幅員4似を新設するもので、佐

開地区440以の山林資源の造成に役立て

ます。また森山林道は700万円で延長820

ね；、幅員3．6むをつくり、森山地区115以

の山林開発に活用します。両林道とも11

月完成の予定です。（写真は鬼谷林道

工事）

献血にご協力を

　

献血車が次の日程で巡回します。ご協

力下さい。

　

9月6日（木）越前大野駅前

　　　

18日（火）大野公民館前

　　　

23日（日）福井銀行大野支店前

　　　　

時間はいずれも10時～15時

燐叙財

④

紺紙金字経

錦町妙典寺に重宝として伝わる紺紙

金字経10巻は、鎌

倉時代の写経で昭

和ヨ3年市の文化財

に指定されました

　　　　　

びょう

　

写経は天平年間

　　　　　

ならに始まり、奈良時

代には各寺院で盛

んに行われました

が、平安中期からは個人的写経も盛ん

　　　　　　

しょうとなり、意匠を施した美しい装飾経が

多くなりました。

　　　　　　　　　　　　　　

きりはく

　

妙典寺の金字経は、金銀の切箔砂子

　　　　　　　　　　　　　　

ほけきょうで装飾した紺色の料紙に、法経華8巻

その他のお経2巻が金字で書いてあり、

各巻のはじめには、経文の所説にした

がって、これを図絵してある優麗典雅

な巻物です。この

　　　　　　　　

はこ10巻を納めた経筥

　　　　　

まきは、時代蒔絵の優

美なもので「本施

　　　　　

しやもん人、大願主沙門宗

　　　　　

こう俊敬白元弘三季（

1333）葵問（みず

のととり）九月日j

と書かれ、筆者と年代がはっきりわか

ります。（岩治勇一氏の解説による）
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9月15日の敬老の日を中心に、全国的にお

　

年寄りを敬い励ます行事が行われます。大

　　

野市でも各地区で敬老会がもたれ、70歳以

上の方が1日楽しく過されます。しかし、

これらの行事にも参加できず、ひとり寂し

く病床におられる方もかなりあります。永

らく社会のために尽してこられたお年寄り

が、健康で安らかな生活が送られるように

するにはどうしたらよいか。この機会にい

ろいろな問題を掘り出し、みんなで考えて

みましょう。

冽744ダ寄ぐリ1に

μ奏わ恚お

孤独と病気が

　

大きな悩み

増える老齢者人口

　

お年寄りとは普通65歳以上の人を言い

ます。この中にはまだ社会の第一線で働

いておられる人から、静かに余生を送っ

ておられる人など様々です。

　

このお年寄りの人口は近年全国的に増

加しています。大野市も同じで、今年市

が作った振興計画の資料第1表を見ます

と、その推移がはっきりとわかります。

　

また、世帯の構成員も変ってきました。

全国平均では1世帯当たり3．7人市平

均は4．1人で、夫婦と子供だけの核家族

化が進んでいます。

　

こうした目まぐるしい社会の変化、増

加するお年寄り、進む核家族化などの谷

間に、老人の幸せをはばむ問題かおるの

ではないでしょうか。

寂しい1人暮らしが増加

　

市内には1人暮らしのお年寄りが103

人おられます。その理由の中で1番多い

のが「子供の仕事の都合で」、次は「若い

者との人間関係がうまくいかないから」、

その他「お互いが自由に暮らすため」と

か「子供が他家に嫁いたので」、「子供が

ない」などが挙げ

られます。

　

大野市社会福祉

協議会では、今年の始めこ

の103人を訪ねて、生活上

の悩みや意見をお聞きしま

したが、その中でお年寄り

は孤独と病気について最も

深刻な問題をもっておられ

ることがわかりました。

　

具体的な内容を幾つか挙

げてみましょう。パーセン

トは全体に対する割合です

○毎日の生活が寂しい19霜：

○子供や孫、親類の人が全く来てくれな

　

い17窃

○話し相手がない□窃

○いつも病気がちである24応

○病気になっても看病してくれる人がい

　

ない25窃

　

その他、生活費が苦しい、心細い

などが聞かれました。

　

次に老夫婦だ

けの家庭は市内

に40世帯ありま

す。今年は病気

で寝たきりのお

年寄りが223人

おられます。毎

年10人程度増え

ていますが、こ

の方々の多くは

数年にわたり病

気と闘っておら

れます。

悲しい記録を更新

　

老後になって病気と孤独との闘いが始

まるとしたらこんな悲劇はありません。

　

しかしこの傾向が現われています●厚

生省統計調査部の資料によりますと、昭

和47年1年間の老人（60歳以上）の自殺

者は5．643人（男2．793人、女2．850人）

で、1昨年より562人も多く、悲しい記

録を更新しました。

経験を社会に生かして

　

お年寄りは永年にわたって社会の発展

に尽してこられた方々です。社会の人々

から尊敬され、安らかな生活が保障され

なければなりません。

　

またお年寄りの方々は、まず自分の健

康に心して、過去に体得された貴重な知

識と経験を社会に生かしていただき・たい

と思います。この両面がかみ合ってこそ

お年寄りに真の幸せがあると言えましよ

う。これは老人福祉法の基本理念でもあ

り、国・県・市が老人福祉行政を進める

指針ともなっています。

スマイル

コーナー

　　　　

「オオカミ出現」

　

負けておれませんからネエ

　　　　　　　　　

ーオオカミ

ツチノコ●大蛇殿

第1表 老齢者人口の推移

区分

年 昭和　

30年 35 40 45 47 48 60

老人人口（A）　65才以上3．100 3．432 3．811 4．246 4．341 4．435 5．100
　　　（BJ

総人口 47．621 46．271 44．873 42．241 43J74 42．594 46．000
比率％（tx100）

6．5 7●4 8．5 10●0 10．1 10●4 11．0
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第2表 老人医療費の実態

昭和47年3月 昭和48年3月

老人医療費額（A） 626万円 1，096巧円

市医療費全額　　　　（B）4．127万円 4，697万円

比率（1） 15．1％ 23．3％

治療より予防を

　　

「お年寄りに安らかな生活を」の第1

歩は、昭和46年から始めた70歳以上の方

の医療費の無料化です。その後の実績を

一部紹介するため、国民健康保険による

医療費について、昭和47年3月と48年3

月を比べてみますと第2表のようになっ

ています●

　

この表から市全体の医療費の中で、お

年寄りの医療費の占める割合いが1年で

大きく伸びたのがわかります。

　

これはお年寄りがお医者さんにかかり

健康になろうと努力しておられる証拠で

す。これからも充分利用していただくと

共に、もう一歩進んで病気を予防し、早

期の発見に心掛けてほしいものです。

　

市では毎年10月に、65歳以上の方に無

料で健康診査をしています。しかし、これ

までの受診の成績はあまりよくありませ

ん。もっと進んで診査を受けましょう。

家庭奉仕員が世話を

　

市では家庭本仕員を3人委嘱してあり

ます。この人達は市内の寝たきり老人の

うち、家族以外の人の世話になっていた

り、家族の人も病弱で世

話のできない家庭を訪問

して、身の回りの世話や

T家事、またいろいろな生

活上の相談にあずかって

います。また、永らく病

末についておられるお年

寄りには、特殊寝台を無

料でお貸ししています。普通の寝具で永

らくUていると、どうしても不衛生にな

りますし、また床ずれなどができます。

　

この外、毎年約20人の方に寝具を贈り、

早く回復されるよう励ましています●

社会福祉センターの建設も

　

市ではいま、社会福祉センターの建設

を計画しています。この建物の構想は鉄

筋コンクリート3階建て延

べ3．000平方似で、中には老

人憩いの室、宿泊施設・浴

富・機能回復訓練室●授産

室・職業指導宰・会議室な

どを設け、老人・児童・げ

了一家庭者・心身障害者など

の憩いと訓練の場としたい

計画です。

真剣に勉強する大野高齢者学級のお年寄り

教室が生きがいの泉に

　

「咎い者には負けられん。進んで勉強

して社会や家庭に役立つ年寄りになるん

じや」これは大野高齢者教室の高木辰之

助さん（82歳）の言葉です●「心にシワ

はない」の言葉を付け加えることを忘れ

ません。

　

高齢者教室は、市が今年から新しくお

年寄りの勉強の場として6教室（大野・

下庄●乾側・小山●上庄●富田）開いた

もので、1教室の経費は

30万円、県内外から専門

の講師を招いて「老人の

生きがい」とか「趣味と

生活」「若い世代への理

解」あるいは「家庭での

年寄りの役割」などの学

習に取組んでいます。

どの教室もいつも会場はいっぱいの盛況

で、しかも時間励行に関しては他の模祀

となっています。

　

学級担当の公民館職員も「社会教育活

動の優等生はお年寄り、他の人も見習っ

てほしい」とほめています。

　

これからますます充実した教室にして

お年寄りの「生きがいの泉」にしていき

たいものです。

友達づくりは老人クラブで

　

お年寄りの自生的な団体として老人ク

gブがあります／呪在市内に57クラブあ

E）、会員は3．621人です●

　

どのクラブも学習やレクリェーs／ヨン

視察旅行などを行ってまず会員同志が親

しく交わり、孤独感を覚えないよう努め

ています。また社会が仕作業などを行い

住みよい地域社会づ

くりにも一役買おう

と活発に活動してい

ます。中には小山老

人クラブのように畑

　

（福寿園）を持ち、

取人れは児童と共に

行い、子供とのきず

なを大切にしようと

いう特筆すべき活動

もあります。

　

会員はおおむね60

歳以上で、市内には

対象者が約6，300人ありますが。未加人

の方が相当ありますので，積極的な参加

が望まれています。市は活動助成費とし

て141万2．000円を計上しています。

穴切な爰血i
匿かき

　

市ではこの外敬老会や米寿を祝う事業

などを行っていますが、お年寄りの生き

がいはやはり家庭の暖かさの中から生れ

ろようです。

　

そして生きがいをなくする最大の問題

は孤独と病気であることもわかりました

　

お年寄りの幸せのため、いま一度お年

瀞りはお年寄りで、また若い世代や市当

司はそれぞれの立場で「何をすべきか」

を考え、お互いに力を合せて明日のある

唾後の生活を築いていきましょう。
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出火が多い乾燥機

周囲は不燃材料で

　

秋の収穫期を迎えました。毎年モミ乾

燥機からの出火が多いので、その設置場

所についてもう一度点検し、防火に万全

を期しましょう。

1、床は土間またはコンクリートになっ

　

ているか。

2、人井や壁などは不燃材料を使ってあ

　

り、安全な距離（天井か

　

ら1．5に以上、壁から60以

　

以上）がとられているか、つ

3、火炉は不燃性の合上に

置き、床面には通気用のすき間かある

カヽo

4、石油類を燃料とする火いは燃料クン

　

クとの間か2似以上離れているか。

5．配管は金属管を使用しているか。

6う肖火器が配置してあるか。

7、ノ、気を使用している時は監硯ラ、、がト

　

るか。

誕圃間脳

◆…点訳講習会に受講を

　

県視力障害者福祉協会では、9月28日

から10月28日までの毎週日曜日の午後1

時30分から3時まで、大野公民館で点訳

奉仕員養成講習会を行います。ご希望の

方は、市福削l事務所（電話6－1111内線2

92）へ申込んで下さい。

　

なお現在点訳図書が不足しており、市

民の方々のご協力を求めています。

◆…新しくなる日付印のデザイン

　

大野郵便局では、9月1日から風景入

り通信日付印を越前大野城と天然記念物

いとよのデザイン’に改め、郷土の名所●

史跡を全国に紹介します。なおこの改

正を記念して記念消印に応じます。切手

帳の発売もしています。

◆‥市全域で作業停電

　

9月20日（木）午前8時から11時50分

まで、友江変電所の設備増強と配電線の

総点検のため、大野市全域にわたり作業

停電します。ただし次の区は除かれます

　

上五条方（堀兼）・佐開・木落・蕨生

（中出）●東勝原●西勝原・上打波●下打

波。

◆…文化祭のテーマ論文を募集

　

第7回大野市総合文化祭は丿け川日

から3日まで市民会館を主会場として開

かれます。このテーマ論文を次のように

募集しますので奮ってご応募下さい。

　

テーマ「創造への躍進」

　

テーマの意味するもの……旅人たちの

郷愁をそそる古里は、今や数少くなりつ

つある。その反面物質文明の上に安易

にアクラをかいた虚飾のネオンは、素朴

な人間の心を荒廃へと誘惑する。一方、

奥越のひなびた古い町や村には今なお土

着の堅実な文化のにおいが漂っている。

現在失なわれつつある人間性の回復の基：

盤に立って、生きた生活の創造に邁進し

よう。

　　

募集規定

1、応募資格大野市民

2、字数400字詰原稿用紙5枚以内

3、締切日10月10日

4提出先大野市明倫町3－28

　　　　　　

大野公民館内「大野市給

　　　　　　

合文化祭実行委員会」

5表彰入選作3焉、、賞状、賞品

　　　　　　

を進呈。

◆…不用品を交換しましょう

　

大野市貯蓄推進委員会は、資源愛護と

物を大切にする運動として、不用品交換

会を次のように開きます。ご参加下さト

　

不用品の受付

9月8［｜（土）13時刻6時市役所大会議室

　

売出し

9月9日（日）9時～16時市役所大会議室

道路の土砂を有効に

　

＜お尋ね＞向島線の舗装工事が8月

20日から始まりましたが、この道路に敷

設してある土砂は良質で大量です。

　

掘り返してどこかへ運搬していますが

もし廃棄処分にしているのでしたら、少

しでも市の財源になるよう考えてほしい

ものですが‥

　

＜お答え＞掘起こした土砂は全部、

北部土地区画整理地区の公園などの公共

施設造成の盛土として利用しています。

風見鶏

　

年
輪
の
重
み
が
額
の
ジ

ワ
に
深
く
刻
み
込
ま
れ
た

老
人
に
接
す
る
と
あ
た
か

も
永
い
風
雪
に
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え
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生

き
続
け
て
き
た
大
樹
を
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感
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あ
る
。
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を
覆
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の
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の
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さ
は
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。
満
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る
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そ
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自
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宿
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。
そ
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て
ま
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種
子
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芽
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新
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命
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育
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。
▼
人
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る
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て
大
き
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老
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後
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か
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あ
る
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そ
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流
れ
て
い
る
も
の
は
一
体
何
だ
ろ
う
か
▼
一

方
老
齢
者
福
祉
対
策
は
年
々
強
化
充
実
さ
れ
る

傾
向
に
あ
る
が
、
そ
れ
が
か
え
っ
て
老
人
軽
視

の
方
向
に
気
安
く
肩
代
り
さ
れ
る
風
潮
が
目
立

つ
。
ど
こ
の
老
人
ホ
ー
ム
も
満
員
で
あ
っ
た
り
、

養
老
院
等
の
施
設
を
い
く
ら
増
や
し
て
も
追
付

か
な
い
現
象
が
そ
れ
で
あ
る
。
お
年
寄
り
だ
け

が
集
団
生
活
す
る
世
界
は
、
一
見
平
和
に
み
え

る
が
、
子
供
た
ち
の
笑
い
声
や
ざ
わ
め
ぎ
の
な

い
村
の
寂
し
さ
に
似
て
、
む
し
ろ
せ
い
惨
さ
え

感
じ
る
と
医
師
は
述
懐
す
る
。
病
院
に
お
い
て

も
然
り
。
家
庭
看
護
の
で
ぎ
な
い
老
人
に
よ
っ

て
べ
。
卜
は
不
足
し
て
い
る
。
病
理
現
象
を
超

え
て
社
会
的
要
因
の
方
が
、
こ
の
面
に
も
優
先

し
て
い
る
。
▼
経
済
成
長
の
ヒ
ズ
ミ
は
自
然
上

の
調
和
を
破
り
、
人
の
心
に
も
波
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る
。
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れ
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、
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風
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改
め
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故
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代
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こ
そ
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あ
る
。
老
人
を
家
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に
も
ど
せ

と
蛮
く
見
目
ｔ
る
欠
寫
で
ら
る
へ
一
吸
血
J
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財政公表

　

昭和47年度の各会計の決算状況×公表し

ます。

　

これは市の財政がどのように運用されまた皆さんが納められた税金がどの

ように利用されたかを、正しく理解していただくために作成したものです。

昭和47年度一般会計決算状況

歳人決算額21fi5．731万7．000円 歳出決算額20ff．7，793万1．000円

歳人歳出差引残高（黒字）7，938万6．000円

性質別歳出決算

総額

2．077．931

単位千円

歳入
歳出

　

昭和47年度

　

特別会計
決算の状況

国民健康保険事業－

歳入3億9．692万4，000円

歳出3億9，625万5．000円
被保険者数21，592

1人当たりの保険税6．869

　　　　　　

療養費24．548
（保険者負担分）

簡易水道事讐

歳入615万6，000円
歳出602万8．000円
水道，給水世帯734
給水人口4．807

南部土地区画整理事‐

歳人992万8，000円
歳出1．242万1，000円

確定測量と換地処分など

北部土地区画整理事讐

歳入1億1，211万4．000円
歳出1億1，189万7．000円
街路築造など

谷おIIが皿斑ヤ日0ト

歳入146万7，000円
歳出139万9，000円
事業実績

　

牛600

　

豚832

　

その他4

人口42，543（住民基本台帳7月末現在）

　　　　

42，241（昭和45年国勢調査）

世帯数10，166（住民基本台帳7月末現在）

　　　　

10，092（昭和45年国勢調査）

面積541．66平方キロメートル

建設事業費の内訳

総額

714、733

単位千円

4
。
完
成
な
っ
た
陽
明
中
学
校

卜
寺
月
林
道
事
業

財政再建完了

総額

349．184
単位千円

　

昭和42年tから財政再趣i・月体として4年針画的

に赤字の解消に努めてきた結緊、昭和47年度で完rしました。

これは当初の計画より2ヵ年早く、皆さんのilい

ご理解とご協力の賜です、

昭和48年度一般会計予算

（単位r円6H補正予算を含む）

歳人 歳出

科目 金額 科目 金額

市税 612，715議会費 38．638

地方譲与税 13．000 総務費 362．374

自動車取得税交付金25，000 民生費 456，091

地方交付税 774．000衛生費 94．859

交通安全対策交付金4．712 労働費 8．050

分担金及負担金 30．113 農林業費 274．081

使用料及手数料 38，623 商工費 77．139

国庫支出金 366．402 土木費 390．621

県支出金 211．049消防費 81．086

財産収人 1．995 教育費 566．303

寄付金 14．638 災害復旧費 13．415

繰人金 100，000公漬費 96．578

繰越金 74．735 予備費 3．000

諸収入 88，453

市債 106．800

計 2．462．235 計 2，462．235



市政大野 （目で見る市の財政・特集号）
1973．9●1 （2）

市
税
の
収
入
状
況

総額5億8，257万8，000円

固定

資産税

市民税

市民1人当たりの
市税負担額の推移

昭和47年度市債の借入状況

　

総額

　

82．200

単位千円

　1世帯当たり

市税負担額

1人当たり　

＼1J67円 市民税 4，230円

26，135 固定資産税 6，222

1，542 軽自動車税 367

5，671 たばこ消費税 1，350

4，587 電気ガス税 1，092

68 木材引取税 16

56 鉱産税 13

12 入湯税 3

1，764 都市計画税 420

57，606 合計 13，716

昭和47年度末目的別市債の現在高

昭和47年度末借入先別市債の現在高

総額

590．543

単位千円

公有財産の状況

昭和48年3月・31日現在

建物延べ90，036㎡

宅地379，722ji’

山林1，152．3ha

その他6．0ha
有価証券88万円

基金

財政調査基金

1億9．495万2．000円土地開発基金

　　

9，014万8，000円教育施設整備基金

　　

4，000万円その他基金

　　　

741万9，000円

出資金983万円

自動車54台
（内消防車20台）

単車15台
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